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三 田 純 義・清 水 友 紀・栗 原 信 義・清 水 幸 治168
で中学校技術・家庭科の技術分野の「プログラミン
グと計測・制御」に関する授業を実施する。それぞ



































































































































実 施 校 公立 I中学校 公立K中学校 大学附属中学校
実 施 学 年 中学 1年生・2年生 中学 2年生 中学 3年生
実 施 人 数 34名（1年生 1クラス）
26名（2年生 1クラス） 63
名（2クラス） 158名（4クラス）





















図１ 指導方法①の実践において使用する教材 図２ 指導方法②の実践において使用する教材
【自動車モデル】【市販教材】
































































































工 夫 ・ 創 造 ① 5．自分でつくったものに使われている材料や部品を再利用して、別のものをつくるのに使う。
工 夫 ・ 創 造 ② 7．各種の製品はいろいろな材料や部品からできているので、製品を大切に使う。
工 夫 ・ 創 造 ③ 10
．いろいろな製品を使って生活しているが、そのことによる廃棄物などで自然環境に影響を及ぼさないように工
夫をして使う。
工 夫 ・ 創 造 ④ 12
．ものづくり（木工、機械、ディジタル作品、プログラム作成など）では、使用目的や使用条件を明らかにして、
つくるものの仕組みや機能を決める。
工 夫 ・ 創 造 ⑤ 13．使う人の安全を考えてものづくりをする。
工 夫 ・ 創 造 ⑥ 17．生活の中で不便なことを、解決するアイディアを考え出すことは楽しい。
技 能 ① 4．ものづくりでは、道具を安全に使うことが大切である。
技 能 ② 6．道具や機械を使うときには自分や機械の周りを片付けて、人が動き回っていないことを確認する。
技 能 ③ 9
．電気製品を使うときには、感電やショート（電池などの電源の＋と－を直接つないでしまう）などに注意して
安全に使う。
技 能 ④ 15．ものづくりでは、どのようなものをつくるか図面を画いて構想を練り、つくる手順を考えてからつくる。
技 能 ⑤ 16．新しく買った電気製品は、こん包を解いて、スイッチを入れてすぐに使う。※逆転項目
知 識 ・ 理 解 ① 2．電気製品を使うときには、コンセントに書かれている電圧や電流を見て、調べてから使う。
知 識 ・ 理 解 ② 11．自動で動くものを作るには、数学や理科の知識が必要である。
知 識 ・ 理 解 ③ 18．コンピュータを使ったロボットなどの機械は、その動きを制御するプログラムで機械の動きを変えられる。
表４ 指導方法①の授業計画




















指 導 展 開 時間数 指 導 内 容
1 身の回りで用いられている計測・制御の技術
2 簡易制御ロボット（プロロボ）の仕組み
導 入 3 順次処理による簡易制御ロボットの制御
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表６ 指導方法③の授業計画
指 導 展 開 時間数 指 導 内 容




































2.8  1.04  2.6  0.90  2.9  0.75関心・意欲・態度① 1  n.s. p＜.01  p＜.01 3.0  0.74  3.0  0.75  3.2  0.71
 
2.6  1.01  2.7  0.98  2.9  0.84関心・意欲・態度② 3  n.s. n.s. p＜.05 2.9  0.92  2.8  0.92  3.1  0.81
 
2.8  0.78  2.8  0.91  2.7  0.80関心・意欲・態度③ 8  n.s. p＜.05  p＜.01 3.0  0.74  3.1  0.77  3.1  0.82
 
2.9  0.95  2.3  1.06  2.9  1.04関心・意欲・態度④ 14  n.s. p＜.01  n.s.
2.8  0.88  2.7  0.90  3.1  0.83
 
2.8  0.94  2.8  0.97  3.2  0.86関心・意欲・態度⑤ 19  n.s. n.s. n.s.
3.0  0.78  2.9  0.93  3.3  0.74
 
2.4  0.93  2.4  0.86  2.2  0.88工 夫 ・ 創 造 ① 5  p＜.01  n.s. p＜.01 2.8  0.82  2.7  0.90  2.9  0.80
 
3.4  0.72  3.5  0.70  3.5  0.67工 夫 ・ 創 造 ② 7  n.s. p＜.01  p＜.05 3.6  0.71  3.8  0.41  3.6  0.57
 
2.7  0.92  2.7  0.85  2.8  0.79工 夫 ・ 創 造 ③ 10  p＜.01  p＜.01  p＜.01 3.2  0.78  3.1  0.79  3.2  0.72
 
2.9  0.89  3.0  0.81  3.1  0.86工 夫 ・ 創 造 ④ 12  n.s. p＜.05  p＜.01 3.2  0.79  3.3  0.67  3.5  0.63
 
3.5  0.88  3.4  0.64  3.4  0.65工 夫 ・ 創 造 ⑤ 13  n.s. p＜.01  p＜.01 3.7  0.66  3.8  0.44  3.6  0.59
 
2.9  0.99  2.4  0.95  2.9  0.81工 夫 ・ 創 造 ⑥ 17  p＜.01  p＜.01 3.2  0.84  n.s. 2.9  0.86  3.4  0.68
 
3.8  0.43  3.7  0.56  3.8  0.40技 能 ① 4  n.s. p＜.05  n.s.
3.8  0.39  3.9  0.30  3.8  0.47
 
3.4  0.78  3.4  0.71  3.2  0.74技 能 ② 6  n.s. n.s. p＜.01 3.6  0.64  3.5  0.77  3.5  0.63
 
3.1  0.95  3.2  0.91  3.2  0.88技 能 ③ 9  p＜.01  p＜.05  p＜.01 3.6  0.68  3.5  0.67  3.4  0.73
 
3.0  0.71  2.5  0.95  3.1  0.85技 能 ④ 15  n.s. p＜.01  p＜.01 3.2  0.81  3.1  0.71  3.3  0.64
 
2.0  0.71  2.2  1.11  2.0  0.90技 能 ⑤ 16  n.s. n.s. n.s.
1.9  0.92  2.1  0.95  2.0  0.86
 
2.0  0.92  1.8  0.91  1.6  0.79知 識 ・ 理 解 ① 2  p＜.05  n.s. p＜.01 2.5  1.02  1.8  0.72  2.4  0.94
 
3.2  0.93  3.4  0.77  p＜.05  3.3  0.70知 識 ・ 理 解 ② 11  n.s. n.s.
3.3  0.77  3.7  0.55  3.4  0.70
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